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に
、
南
か
ら
の
暖
か
く
湿
っ
た
空

気
が
流
れ
込
み
ま
し
た
（
気
象
庁

発
表
）。

　
さ
ら
に
、
日
射
し
の
影
響
で
地

表
の
気
温
が
上
昇
。
東
海
地
方
か

ら
東
北
地
方
に
か
け
て
、
大
気
の

状
態
が
非
常
に
不
安
定
に
な
り
、

落
雷
や
突
風
、
降こ

う

雹ひ
ょ
う

を
伴
う
発
達

し
た
積
乱
雲
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
被
害
の
最
も
大
き
か
っ
た
、
つ

く
ば
市
の
こ
の
日
の
最
高
気
温
も

平
年
よ
り
4.5
度
高
く
、
６
月
下
旬

並
み
の
25.

８
度
。
上
空
と
の
気

温
差
は
約
47
度
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
常
総
市
か
ら
つ
く

ば
市
に
か
け
て
発
生
し
た
竜
巻
の

親
雲
が
、
ス
ー
パ
ー
セ
ル
（
巨
大

積
乱
雲
）
と
呼
ば
れ
る
発
達
し
た

積
乱
雲
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
（
気

象
庁
発
表
）。
ス
ー
パ
ー
セ
ル
は
、

内
部
の
上
昇
流
域
に
数
㎞
～
10
㎞

程
度
の
低
気
圧
（
メ
ソ
サ
イ
ク
ロ

ン
）
を
持
ち
、
比
較
的
寿
命
が
長

く
、
豪
雨
や
雹

ひ
ょ
う

、
竜
巻
な
ど
の
激

し
い
気
象
現
象
を
も
た
ら
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

竜
巻
は
、
発
生

の
詳
し
い
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
発
達
の
き
っ
か
け
が
解

明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、

発
生
時
間
が
短
く
、
急
激
に
発

達
・
衰
退
す
る
局
地
的
な
気
象
現
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地
表
と
上
空
と
の
温

度
差
が
大
き
く
な
る

夏
場
に
多
く
見
ら
れ
る
積
乱
雲
の

下
で
、地
表
か
ら
積
乱
雲
（
親
雲
）

へ
と
細
長
く
延
び
、
高
速
で
回
転

す
る
渦
巻
き
状
の
上
昇
気
流
「
竜

巻
」

　
そ
の
竜
巻
が
、５
月
６
日
（
日
）

正
午
過
ぎ
頃
か
ら
、
茨
城
県
か
ら

栃
木
県
に
か
け
て
少
な
く
と
も
３

つ
発
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同
方
向

の
北
東
に
進
み
、
両
県
合
わ
せ
て

死
者
１
人
・
負
傷
者
52
人
・
建
物

被
害
２,
３
１
３
棟
（
５
月
24
日

現
在
）
に
も
上
る
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
筑
西
市
玉
戸
で
発
生
し
、
桜
川

市
門
毛
に
ま
で
及
ん
だ
竜
巻
の
被

害
範
囲
は
、
長
さ
約
21
㎞
・
幅

約
６
０
０
ｍ
に
も
お
よ
び
、

負
傷
者
２
人
・
家
屋
損

壊
82
棟
（
半
壊
住

家
１
棟
／
一

部
損
壊

だ
け
の
気
象
現
象
で
、
日
本
の
よ

う
な
温
暖
な
気
候
の
国
に
は
発
生

し
な
い
も
の
と
思
い
込
ん
で
し
ま

い
が
ち
で
し
た
。

　
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
竜
巻

が
発
生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
竜

巻
発
生
の
詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
ま
だ
判
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
が
、
竜
巻
は
積
乱
雲
の
下
で
発

生
し
ま
す
。

　
地
表
が
温
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

地
表
近
く
の
空
気
は
軽
く
な
り
、

一
方
で
上
空
に
寒
気
が
張
り
出
し

て
く
る
と
、
地
表
の
軽
く
な
っ
た

空
気
と
上
空
の
冷
た
く
重
い
空
気

が
均
衡
を
保
と
う
と
し
て
、
急
激

に
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
そ
の
時
、

上
昇
気
流
が
発
生
し
空
気
が
ぶ
つ

か
り
合
っ
て
雲
が
発
生
し
、
そ
の

雲
が
成
長
し
て
積
乱
雲
と
な
り
ま

す
。そ
の
積
乱
雲
が
発
生
す
る
時
、

地
表
と
上
空
の
気
温
差
が
40
度
以

上
あ
る
と
巨
大
な
積
乱
雲
と
な

り
、そ
の
上
昇
気
流
が
渦
を
巻
き
、

竜
巻
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

当
日
、
日
本
列

島
の
上
空
に
は

氷
点
下
21
度
以
下
の
強
い
寒
気
が

流
れ
込
み
、
一
方
で
、
正
午
に
は

日
本
海
に
低
気
圧
が
あ
り
、
そ
の

低
気
圧
に
向
か
っ
て
、
東
日
本
か

ら
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
を
中
心

住
家
29
棟
／
非
住
家
損
壊
52
棟
）

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
の
竜
巻
の
強
さ
を
示
す
「
Ｆ

（
藤
田
）
ス
ケ
ー
ル
」
は
、F1
（
約

10
秒
間
の
平
均
風
速
33
～
49
ｍ
）

と
推
定
（
気
象
庁
発
表
）。

　
Ｆ
ス
ケ
ー
ル
は
、
強
い
順
か
ら

F5
～ 

F0
の
6
段
階
で
表
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
栃
木
県
真
岡
市
で
発
生

し
た
竜
巻
は
、益
子
町
・
茂
木
町
を

通
っ
て
、
被
害
は
本
県
の
常
陸
大

宮
市
ま
で
の
長
さ
約
31
㎞
・
幅
約

６
５
０
ｍ
に
及
び
ま
し
た
。
こ
の

竜
巻
の
強
さ
は
、
複
数
の
住
家
の

全
壊
・
屋
根
瓦
の
飛
散
・
ガ
ラ
ス

窓
の
割
れ
な
ど
か
ら
F1
～
F2
と
推

定
さ
れ
ま
し
た（
気
象
庁
発
表
）。

　
さ
ら
に
、
常
総
市
で
発
生
し
、

つ
く
ば
市
に
死
者
１
人
を
含
む
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
竜
巻
の

強
さ
は
F2
と
推
定（
気
象
庁
発
表
）

さ
れ
、
被
害
範
囲
は
長
さ
約
17

㎞
・
幅
約
５
０
０
ｍ
に
及
び
ま
し

た
。
今
回
、
同
時
間
帯
に
発
生
し

た
3
つ
の
竜
巻
の
う
ち
、
こ
の
竜

巻
が
最
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

今
ま
で
、

こ
の
よ
う

な
巨
大
竜
巻

は
、
ア
メ

リ
カ

象
の
た
め
、
現
在
の
観
測
・
予
測

技
術
で
は
、
正
確
な
発
生
予
測
と

進
路
予
測
が
非
常
に
難
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
気
象
庁
は
、
半
日
～
1
日
前
に

「
気
象
情
報
」を
、数
時
間
前
に「
雷

注
意
報
」
を
、
そ
し
て
0
～
1
時

間
前
に
「
竜
巻
注
意
情
報
」
な
ど
、

竜
巻
発
生
の
可
能
性
に
応
じ
て
段

階
的
に
発
表
し
ま
す
。
そ
の
情
報

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
気
象
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
提
供
さ

れ
ま
す
。

「
真
っ
黒

い
雲
が
近

づ
き
、
周
囲
が
急
に
暗
く
な
る
。」

「
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
冷
た
い
風
が
吹

き
出
す
。」「
大
粒
の
雨
や
雹

ひ
ょ
う

が
降

り
出
す
。」
な
ど
の
、
発
達
し
た

積
乱
雲
が
近
づ
く
兆
し
が
あ
る
場

合
に
は
、
頑
丈
な
建
物
内
に
移
動

す
る
な
ど
安
全
確
保
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

　
特
に
、
人
が
大
勢
集
ま
る
屋
外

行
事
、
高
所
・
ク
レ
ー
ン
・
足
場

な
ど
で
の
作
業
の
よ
う
に
、
安
全

確
保
に
あ
る
程
度
の
時
間
を
要
す

る
場
合
は
、
早
め
の
避
難
開
始
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
竜
巻
が
間
近
に
迫
っ
た
時
、
屋

外
で
は
、
頑
丈
な
構
造
物
の
物
陰

に
入
っ
て
身
を
小
さ
く
す
る
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
る
。
物
置
や

丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
入

り
、
身
を
小
さ
く
し
て
頭
と
首
を

守
る
な
ど
、
す
ぐ
に
身
を
守
る
た

め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

車
庫
・
プ
レ
ハ
ブ
の
中
は
危
険
。

　
屋
内
で
は
、
窓
や
ガ
ラ
ス
の
な

い
部
屋
・
廊
下
・
地
下
室
・

最
下
階
に
移
動
す
る
、

雨

戸
・

シ

ャ

ッ

タ
ー
・
窓
・
カ
ー

テ
ン
を
閉

め
る
、

F1
（

　
）
ク
ラ
ス
の
竜
巻
が
桜
川
市
を
襲
う

茨
城
・
栃
木
で
同
時
間
帯
に
３
つ
の
竜
巻
が
発
生

「
竜
巻
に
よ
る
建
物
な
ど
の
被
害

は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
対
策
は

可
能
で
す
。」

Ｆスケ
ー
ル

竜
巻

発
生

気
温
差

局
地
的

安
全
確
保

竜巻には、しばしば親雲（竜巻の母体となる積乱雲や積雲）から

地表に向かって延びる、漏斗状や柱状の「漏
ろう

斗
と

雲
うん

」が伴います。

今回、関東北部を襲った竜巻にも親雲の底から垂れ下がるように

漏斗雲ができ、地表から巻き上げた水滴・ちりなどで、黒っぽく

漏斗雲の軸が見えました。
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市
民
と
行
政
に
よ
る
豊
か

な
地
域
の
自
治
づ
く
り

■
計
画
的
・
効
率
的
な
自
治
体
運

営
の
推
進

・
計
画
的
な
行
政
の
推
進
・
効
率

的
な
事
務
事
業
の
推
進
・
効
率
的

な
施
設
配
置
・
組
織
機
構
の
適
正

化■
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
電
子

自
治
体
の
推
進
・
職
員
の
資
質
向

上
及
び
人
材
育
成

■
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

・
財
源
確
保
対
策
の
推
進
・
計
画

的
な
財
政
運
営
の
推
進
・
効
果
的

な
予
算
執
行

■
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

�

・
広
報
広
聴
の
充
実
・
市
民
活
動

へ
の
支
援
・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
・
意
識
啓
発

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

・
相
談
体
制
の
充
実
・
男
女
共
同

参
画
の
推
進
・
人
権
意
識
の
啓
発

■
広
域
行
政
の
推
進

・
広
域
市
町
村
圏
事
業
の
推
進
・

他
自
治
体
と
の
連
携
強
化

　
桜
川
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な
指

針
で
あ
る
桜
川
市
第
１
次
総
合
計
画
は
、

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
平
成
19

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
計
画
は
、
本
市
の
自
治
、
健

康
福
祉
社
会
、
教
育
文
化
・
環
境
、
生
活

環
境
、
産
業
社
会
づ
く
り
の
５
つ
の
分
野

か
ら
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な
目

標
や
考
え
方
を
示
す
市
の
最
上
位
の
計
画

で
す
。

　
５
つ
の
基
本
理
念
（
自
治
・
安
心
・
育

成
・
調
和
・
自
立
）
の
も
と
に
、
市
の
将

来
像
で
あ
る
『
伝
統
と
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
田
園
文
化
都
市
～
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち 

桜
川
～
』
の
実
現
に
向
け
て
、
基
本

構
想
10
年
、
前
期
・
後
期
５
か
年
の
基
本

計
画
、
毎
年
度
更
新
を
行
う
実
施
計
画
に

よ
り
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画
は
、
市
民

の
皆
様
と
の
協
働
参
画
で
、
前
期
基
本
計

画
に
掲
げ
ら
れ
た
成
果
目
標
や
桜
川
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
重
点
事
業
、
分
野
別
基
本

計
画
主
要
事
業
の
進
捗
状
況
や
成
果
お
よ

び
課
題
を
検
証
し
、
新
た
な
政
策
課
題
解

決
の
た
め
の
施
策
を
位
置
づ
け
策
定
し
ま

し
た
。

　
本
計
画
の
今
後
５
年
間
に
お
い
て
は
、

桜
川
市
と
し
て
の
一
体
感
の
強
化
・
桜
川

市
の
個
性
の
発
揮
（
イ
メ
ー
ジ
強
化
）・

組
織
や
人
材
育
成
の
充
実
・
行
政
評
価
に

よ
る
進
行
管
理
な
ど
を
通
じ
将
来
像
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
成
果
目
標
】

・�

行
財
政
改
革
の
計
画
達
成
度
　

０
％
↓
１
０
０
％

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活

動
等
に
参
加
し
て
い
る
市
民
の

割
合
　
18.

１
％
↓
　20.

０
％

【
主
な
主
要
事
業
】

・�

行
財
政
改
革
推
進
事
業
・
行
政

評
価
推
進
事
業
・
庁
舎
整
備
検

討
事
業
・
定
員
適
正
化
計
画
策

定
事
業

安
心
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

健
康
福
祉
社
会
づ
く
り

■
健
康
づ
く
り
の
推
進

�

・
健
康
意
識
の
啓
発
と
健
康
づ
く

り
の
推
進
・
健
康
診
査
等
の
充

実
・
母
子
の
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
支
援
及
び
少
子
化
対
策

・
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
・
保

護
者
相
談
体
制
の
充
実
・
経
済
面

で
の
子
育
て
支
援
・
結
婚
の
お
う

え
ん

■
地
域
福
祉
の
推
進

・
社
会
福
祉
活
動
の
推
進
・
福
祉

意
識
啓
発
と
人
材
育
成

■
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

・
社
会
参
加
の
促
進
・
相
談
体
制

の
強
化
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

■
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援 

・
相
談
体
制
の
充
実
・
自
立
の
支

援
・
生
活
保
護
制
度
の
認
定
と
そ

の
準
用

習
・
文
化
施
設
の
活
用

■
青
少
年
の
健
全
育
成 

・
青
少
年
活
動
の
充
実
・
家
庭
教

育
の
充
実
・
地
域
教
育
力
の
充
実

■
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
の
充

実
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
有

効
活
用
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
充
実

と
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

■
文
化
財
の
保
存
・
活
用

・
文
化
財
の
保
存
・
文
化
財
の
活

用【
主
な
成
果
目
標
】

・�

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
整
備
比

率
　
62.

７
％
↓
１
０
０.

０
％

・�

週
１
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ

て
い
る
市
民
の
割
合
　

　
33.

８
％
↓
　
50.

０
％

【
主
な
主
要
事
業
】

�

・�

教
育
施
設
耐
震
補
強
事
業
・
給

食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
・
小
中

学
校
の
適
正
配
置
計
画
策
定
事

業
・
図
書
館
整
備
事
業

快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活

環
境
づ
く
り

■
防
災
・
消
防
体
制
の
充
実

�

・
防
災
消
防
意
識
の
向
上
・
防
災

消
防
体
制
の
強
化

■
防
犯
及
び
消
費
生
活
対
策
の
推
進

・
防
犯
意
識
の
向
上
・
防
犯
体
制

及
び
施
設
の
充
実
・
消
費
生
活
対

策
の
推
進

動
の
推
進
・
犬
の
登
録
及
び
適
正

管
理
の
推
進

【
主
な
成
果
目
標
】

・�

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
い
る

市
民
の
割
合

　
60.

２
％
↓
　75.

０
％

・�

生
活
排
水
処
理
普
及
率
　

　
61.

５
％
↓
　70.

０
％

・
水
道
普
及
率
　

　
89.

９
％
↓
　92.

０
％

【
主
な
主
要
事
業
】

�

・�

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
・
主

要
幹
線
道
路
整
備
事
業
・
下
水

道
基
幹
と
な
る
管
渠
整
備
の
推

進
・
水
道
老
朽
管
・
石
綿
管
等

の
更
新

魅
力
と
活
力
の
あ
る
産
業

社
会
づ
く
り

■
農
業
の
振
興

・
農
業
生
産
物
の
高
付
加
価
値

化
・
担
い
手
の
育
成
・
支
援
・
農

業
の
効
率
化
推
進
・
農
業
の
魅
力

発
信
・
農
村
環
境
の
保
全

■
商
工
業
の
振
興

・
商
工
業
の
活
性
化
・
商
工
業
の

経
営
基
盤
強
化
・
石
材
業
の
振
興

■
観
光
の
振
興

・
観
光
Ｐ
Ｒ
の
強
化
・
観
光
資
源

の
充
実
・
開
発
・
近
隣
自
治
体
と

の
連
携

■
企
業
誘
致
及
び
新
産
業
の
育
成

�

・
企
業
誘
致
の
推
進
・
立
地
環
境

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の

推
進
・
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
・
総
合
相
談
の
充
実
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
介
護
保
険
の

適
正
運
営

■
地
域
医
療
制
度
の
充
実

・
地
域
医
療
体
制
の
充
実
・
医
療

保
険
制
度
の
充
実

【
主
な
成
果
目
標
】

・
特
定
保
健
指
導
該
当
者
の
割
合

　
17.

３
％
↓
　15.

０
％

・�

地
域
で
（
市
内
及
び
近
隣
地
域
）

適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
て
い

る
と
答
え
た
市
民
の
割
合
　

49.

４
％
↓
　60.

０
％

【
主
な
主
要
事
業
】

・�

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
・
桜
川
市
単
独
医
療
費
助

成
事
業

豊
か
な
心
と
生
き
が
い
を

育
む
教
育
・
文
化
環
境
づ

く
り

■
学
校
教
育
の
充
実

�

・
安
全
安
心
な
教
育
環
境
づ
く

り
・
教
育
内
容
の
充
実
・
教
育
体

制
の
充
実
・
幼
児
教
育
の
充
実

■
生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
活
動
の

推
進

�

・
生
涯
学
習
及
び
芸
術
文
化
活
動

機
会
の
充
実
・
生
涯
学
習
及
び
芸

術
文
化
活
動
の
促
進
・
生
涯
学

■
交
通
安
全
対
策
の
推
進

・
交
通
安
全
意
識
の
向
上
・
交
通

安
全
施
設
等
の
整
備

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

・
計
画
的
土
地
利
用
方
策
の
検

討
・
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
の
推

進
・
田
園
集
落
ま
ち
づ
く
り
の
推

進■
住
環
境
の
整
備
と
景
観
の
形
成

・
住
生
活
環
境
の
整
備
・
景
観
の

維
持
・
向
上

■
道
路
整
備
と
公
共
交
通
の
充
実

�

・
国
・
県
道
の
整
備
促
進
・
市
道

の
整
備
・
市
道
の
危
険
個
所
の
整

備
・
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

■
下
水
道
の
整
備

・
下
水
道
の
接
続
及
び
浄
化
槽
の

設
置
・
公
共
下
水
道
の
整
備
・
安

定
し
た
経
営

■
上
水
道
の
整
備

・
上
水
道
の
安
定
供
給
及
び
施
設

の
適
正
管
理
・
上
水
道
の
安
定
経

営■
自
然
環
境
の
保
全

・
森
林
及
び
里
山
の
保
全
・
環
境

保
全
に
関
す
る
意
識
の
啓
発
・
森

林
及
び
里
山
の
活
用

■
廃
棄
物
の
抑
制
と
適
切
な
処
理

・
ご
み
減
量
化
の
推
進
・
分
別
収

集
と
適
正
な
処
理

■
生
活
環
境
の
保
全

・
環
境
問
題
の
意
識
向
上
・
環
境

保
全
活
動
の
推
進
・
公
害
防
止
活

の
整
備
・
新
産
業
の
育
成

【
主
な
成
果
目
標
】

・��

耕
作
放
棄
地
面
積

　
５,
２
９
１
ａ
↓
５,
０
５
０
ａ

・
観
光
客
入
り
込
み
客
数
　
　
　

　
６
１
４,
８
０
０
人
↓

　
　
　
　
　
７
０
０,
０
０
０
人

【
主
な
主
要
事
業
】

���

・�

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
防
止
事

業
・
商
工
会
等
地
域
振
興
対
策

事
業
費
助
成
事
業
（
特
産
品
開

発
）・
中
小
企
業
事
業
資
金
保

証
料
及
び
利
子
補
給
助
成
事

業
・
観
光
資
源
Ｐ
Ｒ
事
業

桜
川
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「
桜
川
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
複
数
の
重
点
事
業
に
よ
っ
て

構
成
し
、
複
数
の
担
当
部
署
が
連

携
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

他
の
分
野
別
施
策
を
リ
ー
ド
し
ま

す
。

Ⅰ.

ま
ち
を
愛
す
る
人
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
重
点
事
業
】

・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
・
日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業

Ⅱ.

健
康
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
重
点
事
業
】

・
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
拡

充
・
少
子
化
対
策
事
業
・
結
婚
対

策
推
進
事
業
・
子
ど
も
の
安
全
見

守
り
隊
の
育
成
・
支
援
事
業
・
放

射
能
問
題
対
策
事
業

Ⅲ.

明
日
を
支
え
る
人
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
重
点
事
業
】

・
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
お
け
る

心
の
教
育
事
業
・
体
験
学
習
推
進

事
業
・
食
育
普
及
事
業

Ⅳ.

歴
史
と
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
重
点
事
業
】

・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
（
長

方
準
工
地
区
）
整
備
推
進
事
業
・

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

保
存
活
用
事
業
・
岩
瀬
駅
周
辺
整

備
事
業
・
空
き
家
利
活
用
検
討
事

業Ⅴ.

ふ
る
さ
と
の
魅
力
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
重
点
事
業
】

・
地
産
地
消
推
進
事
業
・
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
・
企
業

誘
致
推
進
事
業

第２章

第３章

第１章

第４章

第５章

後
期
基
本
計
画
の
概
要

基
本
政
策
名

■
施
策
名

・
基
本
事
業
名

『伝統と豊かな自然に恵まれた田園文化都市　～やすらぎのまち 桜川～』

桜川市第１次総合計画 後期基本計画
将来像は、

本
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

city.saku
rag

aw
a.lg

.jp

）

の

市

政
情
報
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。



南
飯
田
小
の
澤さ

わ 

翼つ
ば
さ

さ
ん
が
、
読
書

感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
奨
励
賞

筑
西
市
の
『
寅
さ
ん
』、
真
壁
の

ひ
な
ま
つ
り
で
一
肌
脱
い
で
寄
付

夜
桜
の
中
、
飯い

い

島じ
ま

晶あ
き

子こ

さ
ん
が

「
桜

さ
く
ら

子こ

も
の
が
た
り
」
を
朗
読

「
サ
ン
ホ
ー
ム
真
壁
」
で

緑
色
の
桜
「
御ぎ

ょ

衣い

黄こ
う

」
が
開
花

川か
わ

田た

興こ
う

聖し
ょ
う
さ
ん（
雨
引
山
楽
法
寺
住
職
）

か
ら
市
の
教
育
振
興
へ
寄
付

全
国
の
部
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
笑
顔
の
澤

さ
ん
と
受
賞
作
品
『
と
ん
で
き
て
み
た
よ
』

筑
西
市
の
「
寅
さ
ん
」
こ
と
植
木
定
男
さ
ん

（
写
真
／
左
か
ら
2
人
目
）
一
行
か
ら
、
真
壁

の
町
並
み
の
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
石

川
教
育
長
（
写
真
／
右
か
ら
2
人
目
）
に
寄

付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

夜
桜
と
音
楽
を
背
景
に
「
桜
子
も
の
が
た
り
」

を
朗
読
す
る
飯
島
晶
子
さ
ん
（
写
真
／
右
か

ら
2
人
目
）

「
サ
ン
ホ
ー
ム
真
壁
」
の
庭
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
黄
緑

色
の
花
び
ら
を
付
け
た
「
御
衣
黄
」
の
桜
が

開
花
し
ま
し
た
。

雨
引
山
楽
法
寺
の
川
田
住
職
（
写
真
／
右
）

か
ら
、
市
の
教
育
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
中
田
市
長
（
写
真
／
左
）
に
寄
付
金
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た

　
第
23
回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
南

飯
田
小
学
校
１
年
（
受
賞
当
時
）
の
澤 

翼
さ
ん

の
描
い
た
作
品
『
と
ん
で
き
て
み
た
よ
』
が
、
茨

城
県
小
学
校
低
学
年
の
部
で〝
最
優
秀
賞
〟。ま
た
、

全
国
の
部
で
は
、〝
奨
励
賞
〟
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、（
社
）
全
国
学
校
図
書

館
協
議
会
な
ど
の
主
催
で
行
わ
れ
、
37
都
道
府
県

か
ら
約
70
万
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
澤
さ
ん
の
作
品
は
、
童
話
作
家
荒あ

ら

井い

良
り
ょ
う

二じ

さ
ん
の
『
ぼ
く
は
ぼ
く
の
え
を
か
く
よ
』

を
読
ん
だ
澤
さ
ん
が
、「
ぼ
く
も
ぼ
く
の
え
を
か

こ
う
」
と
、
ペ
ン
が
ロ
ケ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
宇
宙

に
向
か
っ
て
出
発
し
た
絵
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　
筑
西
市
の
「
寅
さ
ん
」
こ
と
植う

え

木き

定さ
だ

男お

さ
ん
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
真
壁
の
町
並
み

（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）
の
復
旧
・

復
興
の
た
め
に
と
市
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
の
「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
最

終
日
、
観
光
客
で
賑
わ
う
街
角
で
、
植
木
さ
ん
が
、

独
特
の
金か

な

釘く
ぎ

流
り
ゅ
う

元げ
ん

気き

字じ

の
書
体
を
操
り
、
希
望

者
の
名
前
に
ち
な
ん
だ
人
生
応
援
詩
を
色
紙
に
作

成
。
そ
の
際
、
真
壁
の
町
並
み
の
復
興
を
目
的
に

募
っ
た
義
援
金
を
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
氏
は
、「
ま
た
、
素
晴
ら
し
い
町
並
み
と
立

派
な
建
造
物
の
中
に
、
早
く
お
雛
様
が
飾
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社
で
、fa

ceb
ook

か
ら
始

ま
っ
た
桜
川
市
を
元
気
に
す
る
市
民
団
体
〝
桜
川

フ
ァ
ン
倶
楽
部
〟
主
催
に
よ
る
「
伝
説
の
夜
桜
と

音
楽
＆
朗
読
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
境
内
の
夜
桜
と
音
楽
を

背
景
に
、
桜
川
市
出
身
の
朗
読
家 

飯
島
晶
子
さ

ん
が
、「
桜
子
も
の
が
た
り
」
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　「
桜
子
も
の
が
た
り
」
は
、
謡
曲
「
桜
川
」
の

「
桜

さ
く
ら

児こ

物も
の
が
た
り語
」
を
、
小
学
生
に
も
わ
か
り
や
す
い

よ
う
「
物
語
調
」
に
仕
上
げ
た
も
の
で
、
当
日
来

場
し
た
約
60
人
の
方
の
中
か
ら
は
、「
親
子
で
楽

し
め
て
、
子
ど
も
の
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
サ
ン
ホ
ー
ム
真
壁
」

（
真
壁
町
谷
貝
地
区
）
で
、
緑
色
の
花
を
付
け
る

桜
「
御
衣
黄
」
や
淡
黄
色
の
花
を
付
け
る
「
ウ
コ

ン
ザ
ク
ラ
」
な
ど
珍
し
い
花
が
、
入
所
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　「
御
衣
黄
」
は
、
八
重
桜
の
一
種
で
、
中
国
か

ら
伝
わ
り
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
２
週
間
ほ
ど
遅
く

開
花
す
る
そ
う
で
す
。

　
同
ホ
ー
ム
で
は
、
入
所
者
に
お
花
見
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
３
年
ほ
ど
前
に
10
種
類
の
桜
の

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。「
今
後
は
、
地
域
の
方
に

も
庭
を
開
放
し
、
多
く
の
方
に
花
見
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
。」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
雨
引
山
楽
法
寺
住
職
の
川
田
興
聖
さ
ん
か
ら
、

市
の
教
育
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

１
０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
川
田
住
職
が
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
東
北
地
方
の
経
済
復
興
に
つ
な
が
れ
ば
と
、

宮
城
県
な
ど
の
被
災
地
か
ら
特
産
物
な
ど
を
多
数

買
い
入
れ
、
そ
れ
を
同
寺
の
売
店
で
販
売
。
そ
の

売
上
金
の
全
額
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。

　
川
田
住
職
は
「
桜
川
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
健

や
か
で
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
人
間
に
育
て
る

た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
。」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　（
株
）常
陽
銀
行
か
ら
、
市
内
11
校
の
小
学
校
新

入
学
児
童
３
３
９
人
に
防
犯
ブ
ザ
ー
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
銀
行
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
平
成
17
年
の
70
周
年
を
記
念
に
始
め
ら
れ

た
も
の
で
、
今
年
で
８
度
目
と
な
り
ま
す
。

　「
様
々
な
防
犯
対
策
が
叫
ば
れ
る
中
、『
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
』
と
い
う
役
職
員
の
願
い
と
、『
新
入
学
児
童

た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
安
全
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
』
と
い
う
思
い
か
ら
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
、
同
銀
行 

糸い
と

長な
が 

悟
さ
と
る 
真
壁
支
店
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
株
）
常
陽
銀
行
か
ら

新
入
学
児
童
に
防
犯
ブ
ザ
ー
寄
贈

（
株
）常
陽
銀
行
真
壁
支
店
の
糸
長
支
店
長
（
写

真
／
左
）
か
ら
石
川
教
育
長
（
写
真
／
右
）
に
、

防
犯
ブ
ザ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

〝
舞ま

い

姫ひ
め

〟
が
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
か
ぬ
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
コ
ン
テ

ス
ト
で
、準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
〝
舞
姫
〟

の
皆
さ
ん

『
尊
徳
「
報
徳
」
百
万
石
だ
っ
ぺ
』
の
吹
き
替

え
に
携
わ
っ
た
中
国
人
研
修
生
の
皆
さ
ん
は
、

尊
徳
ゆ
か
り
の
地
〝
青
木
堰
〟
で
、
報
徳
思

想
の
説
明
を
地
元
郷
土
史
家
の
舘た

て

野の

義よ
し

久ひ
さ

氏

か
ら
受
け
ま
し
た
。

　
栃
木
県
鹿
沼
市
で
開
催
さ
れ
た
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
か
ぬ
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
に
、
桜

川
市
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム
〝
舞
姫
〟
が
参

加
。
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　〝
舞
姫
〟
は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
県
内
外
の

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
イ
ベ
ン
ト
、
福
祉
施
設
な
ど
へ

の
慰
問
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
で
、
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、「
一
生

懸
命
練
習
し
み
ん
な
と
楽
し
く
踊
れ
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
が
獲
れ
て
、
す
ご
く
嬉
し
い
。
次
は
、
グ
ラ

ン
プ
リ
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

「
報
徳
思
想
」
を
世
界
に
発
信

　
天あ

ま

賀が

谷や

正し
ょ
う

さ
ん
（
水
戸
地
区
）
が
、
自
ら
代
表

を
務
め
る
桜
川
市
の
市
民
劇
団
「
劇
団 

ど
て
か

ぼ
ち
ゃ
」
で
公
演
し
て
き
た
『
尊
徳
「
報
徳
」

百
万
石
だ
っ
ぺ
』の
中
国
語
版
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
天
賀
谷
さ
ん
が
、
現
在
、
中
国
で
二
宮

尊
徳
翁
の
「
報
徳
思
想
」
が
関
心
を
持
た
れ
て
い

る
こ
と
を
新
聞
で
知
り
、
そ
の
普
及
に
役
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
、
同
氏
宅
の
近
く
で
働
く
中
国

人
研
修
生
の
皆
さ
ん
約
20
人
の
協
力
に
よ
り
、
中

国
語
の
吹
き
替
え
を
行
い
完
成
さ
せ
た
も
の
で

す
。
近
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト

「Y
ou

T
u
b
e

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）」
を
通
し
て
世

界
に
配
信
さ
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

７
月
８
日（
日
）
の
休
日
窓
口

業
務
は
、
臨
時
休
業
し
ま
す

市
民
課

　
７
月
８
日
は
、
住
民
基
本
台
帳

法
一
部
改
正
に
よ
る
電
算
シ
ス
テ

ム
更
新
の
た
め
、
休
日
窓
口
業
務

か
、
安
定
し
て
医
療
給
付
を
行
う

た
め
、
平
成
24
・
25
年
度
の
保
険

料
率
お
よ
び
賦
課
限
度
額
が
、
次

の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
個
人
ご
と
の
保
険
料
の
決
め
方

　
１
年
間
の
保
険
料
額
（
１
０
０

円
未
満
切
捨
て
）
＝
均
等
割
額

３
９,
５
０
０
円
＋
所
得
割
額
（
賦

課
の
も
と
と
な
る
金
額
×
８
％
）

※
賦
課
の
も
と
な
る
金
額
＝
総
所

得
金
額
等-

基
礎
控
除
33
万
円

■
保
険
料
の
軽
減	

　
平
成
24
・
25
年
度
に
お
い
て
も
、

従
来
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
た
保
険

料
額
の
軽
減
措
置
は
継
続
さ
れ
ま

す
。
一
定
の
基
準
よ
り
所
得
の
少

な
い
方
（
世
帯
）
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
に
「
会

社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
」
で
あ
っ
た
方
は
、
均
等
割
額

お
よ
び
所
得
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

■
平
成
24
年
度
保
険
料
額
決
定
・

納
入
通
知
書
の
発
送
時
期

　
７
月
中
旬
に
お
送
り
す
る
予
定

で
す
。

■
問
合
先

・�

保
険
料
の
計
算
…
茨
城
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

事
業

課
（
☎
０
２
９-

３
０
９-

１
２
１
３
）

・�

保
険
料
の
納
付
／
桜
川
市
国
保

年
金
課 

医
療
年
金
グ
ル
ー
プ

（

☎

０

２

９

６-

75

-

３

１

２

５

直

通
、

☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代

表
）

桜
川
市
臨
時
職
員
募
集
（
調

理
員
補
助
）北

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員
／
１
名

■
任
用
期
間
／
平
成
24
年
７
月
１

日
～
平
成
25
年
３
月
31
日

■
勤
務
場
所
／
北
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

■
業
務
内
容
／
学
校
給
食
調
理
補

助■
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時

■
賃
金
／
時
給 

８
０
０
円

■
勤
務
条
件
／
20
歳
～
50
歳
ま
で

の
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
６
月
18
日
（
月
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
北
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
０
９-

１
２
２
３ 

桜
川
市
鍬
田
５
５
９

-

１
　

☎

０

２

９

６-

75-

２
６
０
０
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

ス
ポ
ー
ツ
指
導
講
習
会
「
あ

な
た
の
足
が
あ
ぶ
な
い
」
参

加
者
募
集

桜
川
市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

■
参
加
者
／
小
学
生
以
上
の
方

■
参
加
費
／
無
料

■
日
時
／
６
月
30
日
（
土
）、
13

時
30
分
～
16
時

■
場
所
／
岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」 

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

■
講
師
／
永な

が

瀬せ

裕ひ
ろ

啓よ
し

氏
（
カ
サ
ハ

ラ
裏
足
バ
ラ
ン
ス
ボ
デ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
申
込
期
限
／
６
月
20
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会 

永な
が

瀬せ

雅ま
さ

治は
る

（
☎
・
�
０
２
９
６-

76-

０
６
８
３
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

財
政
課

　
平
成
23
年
度
に
、
桜
川
市
に
対

し
て
寄
せ
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
」
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方

・
瀬せ

尾お 

美よ
し

徳の
り 

様

・�

岩
瀬
住
ま
い
づ
く
り
研
究
会 

様

・
匿
名
希
望
（
５
名
）
様

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
、
そ
れ
ぞ
れ
基
金
に
積
み
立
て

し
、
桜
川
市
の
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
財
政
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
１
２
２
１
）

を
臨
時
休
業
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
次
週
７
月
15
日
（
日
）

か
ら
は
、平
常
通
り
開
庁
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
市
民
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
２
３
５
）

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ（
毎
週
月
曜
日
に
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に

害
の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が

放
射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表

す
単
位

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
、
の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

６
月
１
日
（
金
）
か
ら
、
高

速
バ
ス 

「
笠
間-

秋
葉
原
線
」

が
運
行
開
始
し
ま
す
！

茨
城
交
通
株
式
会
社

■
運
賃
／
大
人
片
道
１,
８
０
０

円
（
２
枚
チ
ケ
ッ
ト
３,
２
０
０

円
）、
子
ど
も
９
０
０
円
（
小
学

校
６
年
ま
で
）

※
運
行
開
始
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
（
６
月
１
日
～
30
日
）
は
、

大
人
片
道
１,
０
０
０
円
、
子
ど

も
片
道
５
０
０
円

■
問
合
先
／
茨
城
交
通
株
式
会
社 

運
輸
統
括
課
（
☎
０
２
９-

２
５
１-
２
３
３
５
）

５
月
６
日
に
発
生
し
た
竜
巻

な
ど
に
よ
り
、
被
害
を
受
け

た
方
の
申
告
・
納
付
な
ど
の

期
限
延
長

下
館
税
務
署

　
被
害
を
受
け
た
方
で
、
国
税
に

つ
い
て
の
申
告
、
申
請
、
納
付
な

ど
を
期
限
ま
で
に
で
き
な
い
方

は
、
管
轄
の
税
務
署
長
に
対
し
、

申
告
・
納
付
な
ど
の
期
限
に
つ
い

て
の
延
長
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
問
合
先
／
下
館
税
務
署
（
☎

０
２
９
６-

24-

２
１
２
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

国
保
年
金
課

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
公

費
が
約
５
割
、
現
役
世
代
か
ら
の

支
援
金
が
約
４
割
、
被
保
険
者
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
約
１

割
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
被
保
険

者
が
受
け
る
医
療
に
関
す
る
給
付

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な

　税・保険料は納期内に納め
るようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度を
ご利用ください。

６月納期の
税・保険料

・・・・・

市県民税　　１期

介護保険料　２期（暫定）

納期限／７月２日（月）

お
知
ら
せ

募
　
集

健
康
・
福
祉

税

　市民の皆様の声を行政に

反映するために、市長と語

り合ってみませんか。話題

はなんでも結構です。

■日時／ 6 月 25 日（月） 

　9 時～ 12 時・13 時～ 16 時

■�場所／市役所 岩瀬庁舎

（岩瀬 64-2）

■�問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111 代表）

※�次 回 ／ ７ 月 23 日（ 月 ）  

市役所 真壁庁舎（真壁町

飯塚 911）

市長と語ろう！

「市民の日」
桜
川
市
の
放
射
線
量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

※屋外活動制限基準値の目安は
　1.0 マイクロシーベルト／時間

測定日

（天気）

測定時間

9時 12時 15 時

５/７（晴） 0.095 0.102 0.106

５/14（晴） 0.107 0.111 0.099

５/21（晴） 0.103 0.104 0.111

平成 22・
23 年度

37,462 円

7.60％

50 万円

平成24・
25年度

39,500円

8.00％

55万円

均等
割額

所得
割額

保険料の賦
課限度額
（上限額）

保険料



７
月
の
乳
幼
児
健
診

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
３
歳
児
健
診

・�

対
象
／
平
成
21
・
４
月
、
５
月

生
・
日
程
／
7
月
３
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、

目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・�

対
象
／
平
成
22
・
４
月
、
５
月

生
・
日
程
／
７
月
13
日
（
金
）

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、

目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

７
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
母
子
、
成
人

・�

日
程
／
７
月
11
日
（
水
）、
30

日
（
月
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
栄
養
相
談
は

要
予
約

７
月
の
成
人
健
康
診
査

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
住
民
健
診

・�

対
象
／
岩
瀬
・
大
和
地
区
の
30

歳
以
上
の
方

・�
日
程
／
７
月
17
日
（
火
）
～
20

日
（
金
）、
23
日
（
月
）
～
27

日
（
金
）、
７
月
31
日
（
火
）

・�

会
場
／
岩
瀬
・
大
和
地
区
の
各

公
民
館
な
ど

・�

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
、

13
時
30
分
～
14
時
30
分

※
７
月
18
日
（
水
）
午
後
の
青
木

農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付

は
、
14
時
～
14
時
30
分
と
な
り
ま

す
。

・�

内
容
／
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
平
成
23
・
７
月
生

・
日
程
／
７
月
30
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�
持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・�

対
象
／
平
成
22
・
10
月
、
11
月
、

12
月
生

・
日
程
／
７
月
19
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）

■
３
歳
児
健
診

・�

対
象
／
平
成
21
・
４
月
、
５
月
、

６
月
生

・
日
程
／
7
月
25
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん

検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、

若
年
者
健
診
、
後
期
高
齢
者
健

診
、
特
定
健
診
（
詳
細
は
、
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

真
壁
地
区
の
方

■
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

・�

対
象
／
真
壁
地
区
の
20
歳
以
上

の
女
性

・�

日
程
／
７
月
３
日
（
火
）
～
６

日
（
金
）、
９
日
（
月
）
～
13

日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
12
時
～
12
時
30
分

・�

内
容
／
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
（
超
音
波
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。）

７
月
の
献
血

■
７
月
11
日
（
水
）

・
会
場
／
エ
コ
ス
真
壁
店

・
受
付
時
間
／
10
時
～
12
時

■
７
月
17
日
（
火
）

・
会
場
／
大
和
庁
舎

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
、
13

時
～
15
時
30
分

７
月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア
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健康ガイド
Health guide

・�

日
程
／
第
１
、
２
、
４
、
５
火
曜

日
・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時

30
分

・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
７
月
９
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担

当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

（
要
予
約
）

７
月
の
休
日
応
急
診
察

医
療
機
関

７
月
１
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・�

住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１
・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

７
月
８
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・�

住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９

-

２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
３
０
（
休
日
専
用
）

７
月
15
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
大
塚
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
９
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
１
２

７
月
16
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

７
月
22
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
塚
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
97-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
８
５

７
月
29
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

元ホテルオークラフロンティア「桃花林」料理長、
袖山博明シェフが地元食材にこだわり、優しい薬膳中華を提供。

営業時間　AM11：00～PM 3：00・PM 5：00～PM 9：00
火曜定休 ・ オーダーストップ PM 8：00

医食同源

地産地消

手づくり ＴＥＬ　０２９６－５４－５００9

薬膳中華茶坊
雨引観音境内 み か　さ

70-4618

70-4618

パワーマート岩瀬店前パワーマート岩瀬店前 平日6：30まで受付平日6：30まで受付
ナ　オ　　シ　 ロ　イ　ハ

検索とびた歯科クリニック

（休診日：日曜・祝日、水曜）

７月分

《問合先》健康推進課
　　　　 ☎ 0296- 75- 3 1 5 9（直通）
　　　　 ☎ 58-5111・75-3111（代表）

子
宮
頸
が
ん
は

ウ
イ
ル
ス
が
原
因

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
と

い
う
誰
で
も
感
染
し
や
す
い
、
あ

り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
発
症

す
る
女
性
特
有
の
が
ん
で
、
乳
が

ん
に
次
い
で
罹
患
率
が
高
く
、
特

に
20
～
30
代
の
が
ん
で
は
第
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
、
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の

う
ち
多
く
見
つ
か
る
タ
イ
プ
は
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18
型
の
2
種
類

で
、
そ
の
約
6
割
が
子
宮
頸
が
ん

の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

感
染
予
防
は
ワ
ク
チ
ン
で

　
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
効
果
的
で
す
。

　
桜
川
市
で
は
、
子
育
て
支
援
を

推
進
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
か

ら
任
意
予
防
接
種
費
用
の
全
額
助

成
を
行
な
っ
て
お
り
、
本
年
度
も

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
接
種
期
間
／
平
成
24
年
4
月
1

日
～
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で

＊
初
回
接
種
を
夏
休
み
前
に
計
画

を
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者
／
中
学
１
年
生
女
子

＊
平
成
23
年
度
対
象
（
現
在
、
中

２
～
高
１
年
生
）
で
、
年
度
内
に

３
回
の
接
種
を
完
了
し
て
い
な
い

方
は
、接
種
不
足
分
（
１
～
２
回
）

の
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所
／
桜
川
市
内
の
医
療

機
関
（
要
予
約
）

＊
上
の
原
病
院
、
千
勝
医
院
、
つ

く
し
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
除
く
。

■
接
種
費
用
／
無
料

＊
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た

場
合
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

■
接
種
回
数
／
３
回（
筋
肉
注
射
）

＊
初
回
接
種
、
１
～
２
か
月
後
、

初
回
か
ら
６
か
月
後
の
合
計
３
回

の
接
種
が
必
要
で
す
。

３
回
接
種
す
る
こ
と
で
十
分
な
効

果
（
免
疫
）
が
得
ら
れ
る
た
め
、

同
じ
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
最
後
ま

で
接
種
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

任
意
接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

中
学
生
の
お
嬢
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
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弁護士法人
萩原総合法律事務所
弁護士法人
萩原総合法律事務所

☎0296-48-8875

『借金・離婚・交通事故など』『借金・離婚・交通事故など』

筑西市乙828-3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）

～桜川市にお住まいの方へ～～桜川市にお住まいの方へ～
市内にお住まいの方は、法律相談が１人30
分無料でご利用いただけます。
詳しくは、下記までお問い合わせください。

毎週水曜日は、夜８時まで
ご相談いただけます。（予約制）

茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二

　
桜
川
市
で
は
、
６
月
１
日
か
ら

10
月
31
日
ま
で
の
間
を
「
ク
ー

ル
・
ビ
ズ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

と
し
、
現
在
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

す
る
電
力
需

要
に
対
応
す
る
た
め
の
節
電
対
策

と
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め

に
、
本
年
も
夏
の
エ
ア
コ
ン
温
度

を
28
度
に
設
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
職
員
は
、

夏
向
き
の
軽
装
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

を
は
じ
め
と
し
て
ク
ー
ル
・
ビ
ズ

ス
タ
イ
ル
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
環
境

省
が
中
心
と
な
り
、
平
成
17
年
度

か
ら
始
め
ら
れ
た
「
冷
房
時
の
室

温
28
度
で
も
快
適
に
過
ご
す
こ
と

の
で
き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
本
年
は
、
５
月
１
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

と
し
て
い
ま
す
。

【
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
（C

O
O
L B
IZ

）】

　「
涼
し
い
」
や
「
格
好
い
い
」

と
い
う
意
味
の
ク
ー
ル
（C

ool

）

と
、
仕
事
を
意
味
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

（B
u
sin
ess

）
を
併
せ
た
造
語
で

す
。

　
初
夏
の
香
り
が
漂
う
こ
の
季
節

に
、
身
近
な
「
関
東
ふ
れ
あ
い
の

道
」
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、
心
身
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

　
桜
川
市
に
は
、岩
瀬
地
区
～
真
壁

地
区
間
に
６
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ

て
い
る「
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
」。

　
特
に
、
岩
瀬
駅
に
近
い
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

か
ら
雨
引
山
ま
で
の
尾
根
沿
い
の

区
間
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
な
ど
の
環
境
美
化
活
動

に
よ
り
、
手
入
れ
さ
れ
た
眺
め
の

良
い
コ
ー
ス
と
し
て
多
く
の
ハ
イ

カ
ー
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
・
歴
史
・
文
化
遺
産
に
ふ

れ
あ
え
る
道
「
関
東
ふ
れ
あ
い
の

道
」
は
、
東
京
・
八
王
子
の
梅
の

木
平
を
起
終
点
に
関
東
地
方
の
一

都
六
県
を
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
長

距
離
自
然
歩
道
で
、
総
延
長
は
、

１,
７
９
９
㎞
あ
り
ま
す
。

　
茨
城
県
内
で
は
、
御
前
山
か
ら

霞
ヶ
浦
に
至
る
延
長
２
５
５
㎞
に

全
18
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
歩
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

市役所で夏の

「クール・ビズ」実施

職
員
は
、
市
民
の
皆
様
に
半
袖
や

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
軽
装
で
対
応
い
た

し
ま
す
。

実施期間は
 6 月 1日～ 10 月 31 日

「
御
嶽
山
か
ら
坂
東
24
番
札
所
へ
の
み
ち
」

は
、
見
晴
ら
し
が
良
く
、「
駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
」
の
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
道
は
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
な
ど
に
よ
り
環
境
美
化
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
」

初
夏
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
す
す
め
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「
鎌
倉
街
道
」
と
「
小
栗
道
」

　
現
在
、
桜
川
市
内
で
は
『
歴
史

の
道
調
査
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
平
成
22
年
度
～
平

成
25
年
度
ま
で
行
わ
れ
、
文
化
庁

の
指
導
を
受
け
、
茨
城
県
教
育
委

員
会
が
主
催
し
、
茨
城
大
学
、
市

町
村
文
化
財
関
係
職
員
、
博
物
館

学
芸
員
等
が
現
地
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
の
目
的
は
茨
城
県
内
に
残

る
古
代
、
中
世
、
近
世
の
古
道
と

関
連
文
化
財
の
調
査
記
録
を
作
成

し
、公
開
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
桜
川
市
内
で
は
岩
瀬
、
大
和
、

真
壁
の
各
地
区
で
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。
岩
瀬
・
大
和
で
は
中
世

～
近
世
の
「
鎌
倉
街
道
」、
真
壁

で
は
古
代
か
ら
中
世
の「
小
栗
道
」

を
調
査
中
で
す
。

　
今
回
は
「
鎌
倉
街
道
」
の
調
査

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鎌
倉
街
道 

二
つ
の
ル
ー
ト 

 

鎌
倉
街
道
と
は
、
中
世
・
関
東

武
士
の
中
心
都
市
「
鎌
倉
」
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
、
あ
る
い
は
軍
隊
の

通
る
軍
道
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
路
線
は
直
線
的
で
、
周
辺
に

城
館
跡
や
古
く
か
ら
の
由
緒
を
持

つ
寺
社
、
江
戸
時
代
の
道
し
る
べ

な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
確
認
し
た
範
囲
で
は
、

市
内
に
残
る
鎌
倉
街
道
は
二
つ
の

ル
ー
ト
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
一
つ
は
東
西
道
路
で
、
犬
田
、

長
方
、
上
野
原
地
新
田
付
近
を
経

て
、
筑
西
市
の
小
栗
地
内
に
向
け

た
道
。
も
う
一
つ
は
南
北
道
路
で

青
木
堰
東
側
の
「
足
利
橋
」
を
基

点
に
羽
田
へ
と
延
び
る
道
で
す
。

こ
の
道
は
江
戸
時
代
の
古
文
書
に

も
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
鎌
倉
街
道
は
ど
こ
ま
で
延
び
、

ど
こ
に
つ
な
が
る
目
的
で
作
ら
れ

た
の
か
、
周
辺
の
歴
史
遺
産
と
の

関
係
を
含
め
て
調
査
中
で
す
。

　
調
査
の
詳
細
は
、
冬
季
の
真
壁

伝
承
館
・
歴
史
資
料
館
の
企
画
展

示
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
次
回
は
真
壁
地
区
の「
小
栗
道
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
歴
史
の
道
調
査
は
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。
古
道
に
関
す
る
家
の

伝
え
や
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、

桜
川
市
文
化
財
課
ま
で
、
是
非
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
情
報

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度 

史
跡
真
壁
城
跡

管
理
作
業
員
募
集

　
史
跡
真
壁
城
跡
の
管
理
作
業
員

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書
を

送
付
く
だ
さ
い
。
面
接
日
（
７
月

上
旬
予
定
）を
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
履
歴
書
は
、
市
販
の
も
の
に
必

ず
写
真
を
添
付
し
、
連
絡
先
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／
６
月
１
日
（
金
）

～
30
日
（
土
）
必
着

■
応
募
資
格
／
市
内
在
住
で
、
勤

務
地
へ
通
勤
可
能
な
64
歳
ま
で
の

男
性

■
募
集
人
数
／
５
名
程
度

■
勤
務
内
容
／
草
刈
・
管
理
業
務

■
勤
務
地
／
史
跡
真
壁
城
跡
（
真

壁
体
育
館
の
東
側
）

■
雇
用
期
間
／
平
成
24
年
８
月
～

12
月
（
予
定
）

■
勤
務
体
制
／
月
～
金
曜
日
の
う

ち
勤
務
指
定
日
（
１
か
月
１
１
２

時
間
以
内
）
９
時
～
17
時
（
12
時

～
13
時
を
除
く
７
時
間
勤
務
）

■
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

■
問
合
せ
・
送
付
先

〒
３
０
０-

４
４
９
５ 

桜
川
市

真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

桜
川
市
教

育
委
員
会 

文
化
財
課 ( 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
２
２)

歴

No.44
教育委員会文化財課

文化財グループ（☎
0296-23-8521）

史
資
料
館
だ
よ
り鎌

倉
街
道
（
推
定
）

　
　
岩
瀬
地
区
・
長
方
付
近

新 

発 

見 

！

　『
歴
史
の
道
調
査
』
を
実
施
中
で
す

下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（20）1111

６月12日（火）水無月杯 セルフ 10,000円
７月５日（木）さわやか杯 セルフ 10,000円
料金には、朝・昼食代、税金、パーティー費、参加費を含みます

お一人様5,200円回り放題（昼食なし）

４（月）・８（金）・11（月）・15（金）・
18（月）・22（金）・25（月）・29（金）

６月のセルフデー

下館パークゴルフ場
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（22）4189

参加費 お一人様1,500円（税込）

参加費 お一人様1,500円（税込）

参加費 お一人様1,500円（税込）

６月30日（土）隠しホール大会

６月17日（日）月例オープン大会

６月２日（土）筑波チャレンジカップ

つくば歯科衛生専門学校
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（23）1220

就職氷河期に、

求人が10倍！歯科衛生士

学校見学・受験相談は、
ご希望に合わせて実施
します。

体験入学

７/21 土

６/９ 土 ７/８ 日
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

おどって！ウズメ　　　　　　　　　　　山口節子 作／里見　有 絵

スクナビコナのがまんくらべ　　　　岡崎ひでたか 作／長谷川知子 絵

海賊ジョリーの冒険　　　　　　　　カイ・マイヤー 著／遠山明子 訳

いのちを守る！災害対策大百科　①～③　藤吉洋一郎 監修

コミックＪＩＮ－仁－①～⑳　　　　　　村上もとか　作

《一般図書》

絵でみるモノの数え方辞典　　　　　　　山川　正光 著

君を見上げて　上・下　　　　　　　　　山田　太一 著

五人女捕物くらべ　　　　　　　　　　　平岩　弓枝 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

ニッポンの美しい自然と「四字熟語」
環境デザイン研究所 編

桜川市本木1772-3

マルタカ工房マルタカ工房
☎  0296－58－7220
携帯090－2635－8594

石板にオリジナルの絵、イラスト画などを転写
彫刻し、カラー絵付けをした作品を制作します。

例：ほぐし絵、遊書、絵はがき、写真全般 など

石板にオリジナルの絵、イラスト画などを転写
彫刻し、カラー絵付けをした作品を制作します。

例：ほぐし絵、遊書、絵はがき、写真全般 など

おもしろ石板彫刻＆絵付おもしろ石板彫刻＆絵付
－年齢・性別不問－

指導料無料
（材料費実費）

－年齢・性別不問－

指導料無料
（材料費実費）

はがき大のサイズはがき大のサイズ

実習生募集実習生募集

【今月のお薦め資料（DVD）】

きな子
～見習い警察犬の物語～

監督　小林義則

《児童図書》

江戸のしごとば（１～３巻）　　　　　　秋山浩子 文／伊藤まさあき 絵

てのひらかいじゅう　　　　　　　　　　松橋利光 写真・文

わたしはあかねこ　　　　　　　　　　　サトシン 作／西村敏雄 絵

すきまのじかん　　　　　　　　　　アンネ・エルボー 作／木本栄 訳

タネの大図鑑　　　　　　　　　　　　　㈱サカタのタネ 監修

《一般図書》

桐島、部活やめるってよ　　　　　　　　朝井リョウ 著

オシム　勝つ日本　　　　　　　　　　　田村　修一 著

天体観測入門　　　　　　　　　　　　　渡部　潤一 著

光と影の世界　　　　　　　　　　　　　藤城　清治 著

世界遺産なるほど地図帳　　　　　　　　講談社 編

藤城誠治　光と影の世界　　　　　　　　藤城　誠治 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
～
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
～
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

大和中央公民館
【今月のお薦め本】

マジック・ツリーハウス
1～30

メアリー・ポープ・オズボーン 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

《児童図書》

なぜ？どうして？かがくのお話　１年生～６年生　大山 光晴 監修

深海のサバイバル　　　　　　　　　　　ゴムドリCO．著

毎日かあさん　①～⑧　　　　　　　　　西原理恵子 著

アンパンマンのおはなしるんるん　①～⑦　やなせたかし 作

《一般図書》

ウィズダム英和辞典　第２版　　　　　　井上永幸 著／赤野一郎 編著

ウィズダム和英辞典　　　　　　　　　　小西友七 編集主幹

道化師の蝶　　　　　　　　　　　　　　円城　　塔 著

居眠り盤音　江戸双紙　16～ 37　　　　佐伯　泰英 著

ユリゴコロ　　　　　　　　　　　　　　沼田まほかる 著
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

市民の皆様の声を行政に反映するために、
市長とお話ししてみませんか。話題はなん
でも結構です。
皆様のご来場をお待ちしています。

■時　間／９時～ 12時・13時～16時
■場　所／市役所　岩瀬庁舎
■問合先／秘書広報課（☎58-5111・
　　　　　75-3111 代表）

６月25日（月）

～ 市民の日 ～

市長と話して
　　　みませんか？

　
俳
　
句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

ま
と
ま
ら
ぬ
夢
に
母
い
て
梅
香
る

鈴
木 

ふ
み
い

祈
願
の
灯
入
れ
て
若
葉
の
滝
不
動

古
橋 
益
子

今
日
一
日
子
に
癒
さ
れ
て
花
見
か
な

安
達 

幸
子

更
衣
森
林
浴
の
歩
を
の
ば
す

鈴
木 

つ
ぎ

若
草
や
少
年
の
声
変
声
期

岩
渕 

の
ぶ
子

去こ

年ぞ

の
巣
や
帰
り
て
う
れ
し
夏
つ
ば
め田

中 

は
つ
い

芽
吹
く
山
く
れ
ん
と
す
る
や
夕
日
燃
ゆ

皆
川 

和
子

遠
き
日
を
し
み
じ
み
思
う
お
ぼ
ろ
月

鈴
木 

登
美
子

一
日
が
事
な
く
終
り
更
衣

田
代 

て
い
子

働
け
る
事
の
幸
せ
春
菜
ま
く

代
田 

と
し

【
一
般
投
稿
】

遠
き
山
遠
く
に
見
え
て
花
辛
夷

木
下 

善
信

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

飲
み
込
み
し
こ
と
ば
い
く
つ
を
閉
ぢ
込
め
て
過
ぎ
行

け
ざ
ん
ざ
ん
ぶ
り
の
い
ち
に
ち
　
　
　 

塚
田 

沙
玲

な
で
し
こ
の
魂
ま
ね
て
生
き
生
き
と
ひ
と
す
じ
の
道

歩
い
て
ゆ
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　 

石
浜 

今
日
子

湖
を
渡
る
そ
よ
風
顔
に
受
け
雲
上
人
の
ご
と
く
た
た

ず
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
久
保 

ま
さ
子

苦
瓜
の
窓
辺
に
伸
び
る
カ
ー
テ
ン
に
遮
光
の
す
だ
れ

ゆ
れ
つ
つ
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　 

櫻
井 

ハ
ル
子

ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
帳
り
に
た
を
た
を
と
衣
を
た
た
む

ね
む
の
細
き
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

塩
谷 

明
子

手
術
医
の
保
証
し
く
れ
し
十
年
に
求
め
し
日
記
の
残

る
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木 

と
み

こ
で
ま
り
の
花
純
白
に
ひ
っ
そ
り
と
し
な
や
か
に
咲

く
庭
の
片
隅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

塚
本 

幸
子

柿
若
葉
キ
ラ
キ
ラ
光
る
五
月
晴
れ
砂
遊
び
の
児
の
独

り
言
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
西
岡 

和
子

葦
　
真
菰
さ
や
ぐ
根
元
を
ち
ら
ほ
ら
と
光
を
反
す
一

筋
の
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

野
村 
幸
男

紅
バ
ラ
が
思
ひ
お
も
ひ
に
我
を
呼
ぶ
父
母
夫
が
潜
み

し
庭
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

深
谷 

快
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

睦
み
合
ふ
家
族
へ
パ
ス
タ
を
打
つ
娘
異
国
に
同
化
し

小
母
さ
ん
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　 

小
林 

美
瑳
子

姿
見
に
ふ
は
り
廻
り
て
笑
ま
ふ
娘
よ
出
で
ゆ
く
背
な

を
春
風
が
追
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

岡
野 

�
子

白
富
士
を
背
に
ひ
た
走
る
若
者
に
日
本
の
未
来
の
た

す
き
渡
し
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

浜
野
和 

操

陽
だ
ま
り
に
古
き
セ
ー
タ
ー
と
き
ゆ
け
ば
十
年
前
の

う
す
ほ
こ
り
立
つ
　
　
　
　
　
　
　 

五
月
女 

静
江

吹
く
風
に
垂
れ
し
氷
柱
の
水
滴
の
斜
と
な
り
て
わ
が

窓
を
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

渡
辺 

し
な
子

孫
志
穂
の
成
人
式
に
臨
む
あ
さ
振
り
袖
姿
に
思
ひ
溢

る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
関 

に
ち
子

は
ら
か
ら
の
四
人
集
へ
る
写
真
な
ど
一
枚
も
な
き
白

梅
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

広
沢 

日
出
子

南
天
の
葉
ご
と
に
つ
も
り
し
淡
雪
を
ぱ
さ
り
と
落
と

す
春
の
光
り
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

泉 

三
郎

ま
だ
光
り
と
思
ふ
水
揺
り
て
浮
き
き
し
鳰に

ほ

の
小
さ
き

羽
ば
た
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木 

美
津
子

【
岩
瀬
萩
歌
会
】　

弓
状
に
し
な
ひ
て
揺
る
る
雪
柳
「
ね
こ
の
し
っ
ぽ
」

と
幼
は
は
し
や
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
関 

節
子

一ひ
と

夜
さ
を
硝
子
戸
を
打
つ
春
嵐
ま
ど
ろ
み
も
な
く
夜

は
明
け
初
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

悦
子

庭
に
咲
く
花
を
手
折
り
て
墓
参
り
桜
舞
う
墓
前
に
夫

偲
び
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

す
み
子

山
間
の
水
の
流
れ
に
笹
の
葉
は
花
び
ら
乗
せ
て
永と

久わ

の
旅
路
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

角
田 

玉
枝

パ
ン
ジ
ー
の
花
に
囲
ま
れ
己
が
位
置
占
め
て
芍
薬
赤

き
芽
萌
え
出
づ
　
　
　
　
　
　
　
　 

坪
井 

ゆ
き
子

畦
道
に
芝
桜
の
花
咲
き
誇
り
緑
の
早
苗
水み

な

も面
に
揺
る

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長
谷
川 

玲
子

人
の
舞
ふ
姿
に
似
し
と
ふ
「
ひ
と
り
し
づ
か
」
の
花

の
う
つ
し
絵
白
妙
美く

は

し
　
　
　
　
　
　 

石
川 

喜
代

【
一
般
投
稿
】

元
気
だ
な
あ
と
他ひ

人と

に
言
わ
れ
て
何
と
な
く
さ
び
し

さ
を
感
ず
八や

そ

い

つ

じ

十
五
路
生
く
　
　
　
　
　
　 

広
瀬 

宣



っ ！ぁお き れくな

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
龍
平
君
が
遊
び
に
来
る
と
家

中
が
笑
い
に
包
ま
れ
ま
す
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
目
尻
は
下
が

り
っ
ぱ
な
し
で
す
。
有
り
余
る

ほ
ど
の
元
気
に
こ
ち
ら
ま
で
若

返
り
そ
う
で
す
（
笑
）。
み
ん

な
に
元
気
と
笑
顔
を
分
け
て
く

れ
る
人
に
育
っ
て
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
ひ
と
こ
と

　
遊
び
も
ケ
ン
カ
も
元
気
い
っ

ぱ
い
な
２
人
。
こ
れ
か
ら
も
、

元
気
な
姿
を
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
見
せ
て
ね
。

真ま
が

崎さ
き

　
円

ま
ど
か

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
20
年
12
月
27
日
生

（
本
木
地
区
）

真ま
が

崎さ
き

　
遥

は
る
か

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
18
年
１
月
４
日
生

酒さ
か

井い 

龍
り
ゅ
う

平へ
い

ち
ゃ
ん（
写
真
中
央
）

 

平
成
21
年
８
月
18
日
生

（
久
原
地
区
）

環境にやさしい大豆インキを使用しています。
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広報 No.161 6 月１日発行 　初夏の風と新緑の山並みを眼下に感じて、筑波連山

の「きのこ山」からパラグライダーが次々と桜川市真

壁町側へと飛び立ちます。

　きのこ山には、民間のパラグライダー離陸場が設置

されており、愛好者には人気のスポット。また、２度

もワールドカップが開催されているエリアです。

　１回のフライトでは、気象状況や技術により、３時

間超のフライトも可能だそうです。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

　
桜
川
市
自
慢
の
「
こ
だ
ま
ス
イ

カ
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
こ
だ
ま
ス
イ
カ
は
、
ス
イ
カ
の

小
さ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
だ
ま
ス
イ
カ
は
、
春
先
か
ら

初
夏
に
か
け
て
お
い
し
い
ス
イ
カ

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
品
種
改
良

さ
れ
た
も
の
で
、
普
通
の
ス
イ
カ

と
は
別
物
な
の
で
す
。

　
普
通
の
ス
イ
カ
に
比
べ
て
皮
が

薄
く
、
種
の
量
も
少
な
い
の
で
食

べ
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
桜
川
市
は
歴
史
あ
る
「
こ
だ
ま

ス
イ
カ
」
の
大
産
地
な
の
で
す
。

ス
イ
カ
の
食
べ
頃
は
・
・
・

　
ス
イ
カ
は
、
メ
ロ
ン
の
よ
う
に

追
熟
性
を
持
っ
た
果
実
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
買
っ
て
か
ら
ご
家

庭
で
保
存
し
て
も
甘
み
が
増
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
完
熟
で
食
べ

頃
の
時
期
に
収
穫
し
て
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
新
鮮
な
う

ち
に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

こ
だ
ま
ス
イ
カ

Ｐ
Ｒ
月
間
実
施
中
！

　
こ
だ
ま
ス
イ
カ
の
出
荷
は
、３
月

か
ら
始
ま
り
６
月
に
ピ
ー
ク
と
な

り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、

こ
だ
ま
ス
イ
カ
産
地
活
性
化
連
絡

協
議
会
で
は
、市
内
の
直
売
所
に
専

用
の〝
の
ぼ
り
〟を
設
置
し
ま
し
た
。

甘
く
て
お
い
し
い
こ
だ
ま
ス
イ
カ

を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
県
西
農
林
事
務
所
経

営
・
普
及
部
門
（
☎
０
２
９
６

-

24-

９
２
１
８
）

桜
川
市
は
歴
史
あ
る

「
こ
だ
ま
ス
イ
カ
」の
大
産
地

-

こ
だ
ま
ス
イ
カ
産
地
活
性
化
連
絡
協
議
会-

桜川市自慢の甘くてみずみずしい「こだまスイカ」
をご賞味ください
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